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電磁場のポテンシャルや，ヘルツベクトルにつ
いて初歩から丁寧に説明し，これらを用いてレ
イリー散乱とトムソン散乱の散乱光強度分布，
全断面積，散乱係数などの表式を導出する。
第 86回 88.  電磁場のポテンシャル
第 87 回 89.  遅延ポテンシャル
第 88 回 90.  ヘルツベクトル
第 89 回 91.  レイリー散乱
第 90 回 92.  トムソン散乱

散乱編

一様球による平面波の散乱を定式化するために，
球面調和関数や球ベッセル関数などの特殊関数
と，平面波の展開公式等を必要な範囲で初歩か
らひとつずつ丁寧に導き，ミー散乱の表式を導く。
第 91回 93.  球座標でのマクスウェル方程式
第 92 回 94.  デバイポテンシャル
第 93 回 95.  ヘルツベクトルとの関係
第 94 回 96.  球面調和関数
第 95 回 97.  球ベッセル関数
第 96 回 98.  平面波のデバイポテンシャル
第 97 回 99.  ミー散乱

※内容は予告なく変更になる場合がございます。最新情報につきましては，右記ページの「総目次」をご覧ください。 http://www.adcom-media.co.jp/opluse/wave/

ミー散乱編 (1)

ミー散乱の数値計算における実際的な手法とし
て，漸化式を用いる基本的な方法を漸化式の
導出も含めて初歩から説明する。また，プログ
ラム例と計算例を紹介する。
第  算計の数関陪ルドンャジル  .001 回  89
第  算計の数関ルセッベ球  .101 回  99

例算計の乱散ーミ  .201 回001第
性束収の算計の乱散ーミ  .301 回101第

積面断の乱散ーミ  .401 回201第
虹  .501 回301第

ミー散乱編 (2)

総目次

光ビームの半径と広がり角を同時には小さくで
きないという原理的な性質を初歩から解説し，
保存量となるビーム品質指標を導く。また，近
軸の波動方程式の解として高次横モード光ビー
ムを導く。

第 104 回 106.  シュワルツの不等式
第 105 回 107.   光ビームの幅と角度の拡がり
第 106 回 108.   ガウス型の振幅分布
第 107 回 109.   ガウス型の光ビーム
第 108 回 110.   光ビームの品質
第 109 回 111.   近軸の波動方程式
第 110 回 112.   エルミート・ガウシアンビーム
第 111 回 113.   ラゲール・ガウシアンビーム
第 112 回 114.   高次横モード光ビームの品質
第 113 回 115.   光ビームの角運動量

光ビーム編

第 114 回 116.   周期的な構造
第 115 回 117.   結晶系
第 116 回 118.  ブラベー格子 
第 117 回 119.   結晶点群
第 118 回 120.   結晶点群とラウエクラス
第 119 回 121.   誘電率テンソルと対称性
第 120 回 122.   螺旋構造による分極と磁化
第 121 回 123.   結晶の構造と誘電率テンソル
第 122 回 124.   誘電率テンソルと光学特性
第 123 回 125.   行列の固有値と対角化

第 133 回 135.   偏光プリズム
第 134 回 136.   偏光複像プリズム
第 135 回 137.   偏光子の透過率と消光比
第 136 回 138.   白雲母の結晶構造
第 137 回 139.   移相子の斜入射特性

結晶編（1）

結晶光学の初歩として，結晶構造の対称性に基づ
く分類や結晶学の基本的な概念を紹介する。
また，媒質の光学的特性をテンソルで表現して扱
う事や，そのために必要な行列計算の基礎を概観
する。

第 138 回 140.   水晶の結晶構造
第 139 回 141.   水晶の旋光性
第 140 回 142.   代表的な補償板
第 141 回 143.   異方性媒質での部分反射
第 142 回 144.   異方性媒質の薄膜

結晶編（3）

種々の偏光素子の作用を結晶光学的に詳細に解説
する。また，旋光性の発生機構を，材料の局所的な
特性から説明する。異方性材料の光学薄膜の数式
的な扱いの基礎も紹介する。
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